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ミ
、
ユ
ン
ヘ
ン
の
「
赤
い
番
犬
」
調
刺
誌
『
ジ
ン
プ
リ
ツ
ィ
シ
ム
ス
』
の
形
式
的
側
面
に
つ
い
て
原
　
田
　
乃
梨
子
は
じ
め
に
　
今
か
ら
約
一
世
紀
前
、
「
ベ
ル
・
エ
ポ
ッ
ク
」
と
呼
ば
れ
る
時
代
。
こ
の
時
期
は
「
確
か
に
講
刺
や
絵
入
り
新
聞
・
雑
誌
に
と
っ
て
、
ベ
ル
・
エ
ポ
ッ
ク
で
　
　
（
1
）
あ
っ
た
。
」
　
正
に
そ
う
し
た
一
八
九
六
年
四
月
、
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
に
新
た
な
雑
誌
が
誕
生
す
る
。
そ
の
名
は
『
ジ
ン
プ
リ
ツ
ィ
シ
ム
ス
』
。
鎖
を
噛
み
ち
ぎ
る
「
赤
い
ブ
ル
ド
ッ
グ
」
の
図
で
知
ら
れ
、
斬
新
さ
と
辛
辣
さ
と
で
セ
ン
セ
ー
シ
ョ
ン
を
巻
き
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）
起
こ
し
た
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
最
も
素
晴
ら
し
い
認
刺
雑
誌
の
ひ
と
つ
」
で
あ
る
。
　
創
刊
か
ら
三
十
年
後
の
一
九
二
六
年
、
「
家
長
の
年
齢
」
に
達
し
た
こ
の
雑
誌
に
、
次
の
よ
う
な
「
手
紙
」
を
寄
せ
た
作
家
が
い
た
。
　
　
　
敬
愛
す
る
ジ
ン
プ
リ
ツ
ィ
シ
ム
ス
君
　
　
君
は
親
切
に
も
、
我
々
が
ま
た
五
歳
年
と
っ
た
こ
と
に
気
付
か
せ
て
く
れ
　
　
る
。
そ
れ
は
滑
稽
か
も
し
れ
な
い
ー
素
敵
な
こ
と
で
は
な
く
て
。
時
が
　
　
過
ぎ
ゆ
く
の
は
恐
ろ
し
い
も
の
だ
。
我
々
が
君
の
二
五
歳
を
祝
っ
た
と
　
　
思
っ
た
ら
す
ぐ
に
、
君
は
も
う
三
十
と
は
。
（
中
略
）
君
は
社
会
制
度
と
　
　
な
っ
た
。
と
っ
く
に
我
々
全
て
が
棺
の
中
で
休
ん
で
い
て
も
、
君
は
更
に
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）
　
　
生
き
続
け
る
だ
ろ
う
。
　
彼
の
名
は
ト
ー
マ
ス
・
マ
ン
弓
『
0
5
㊤
ω
ζ
四
昌
＝
（
一
八
七
五
－
一
九
五
五
）
。
そ
し
て
一
八
九
八
年
か
ら
翌
年
に
か
け
て
こ
の
雑
誌
の
編
集
に
関
わ
っ
た
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）
「
原
稿
の
山
を
抱
え
た
バ
イ
エ
ル
ン
歩
兵
姿
の
男
」
こ
そ
、
若
き
日
の
文
豪
そ
の
人
な
の
で
あ
る
。
　
『
ジ
ン
プ
リ
ツ
ィ
シ
ム
ス
』
に
呼
び
か
け
る
の
は
、
何
も
こ
の
時
の
ト
ー
マ
ス
・
マ
ン
の
み
で
は
な
い
。
こ
の
雑
誌
が
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
歴
史
の
対
象
と
し
て
、
あ
る
い
は
世
論
の
動
向
を
考
え
る
上
で
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
一
九
七
〇
年
代
か
ら
で
あ
る
。
も
っ
と
も
こ
れ
の
発
行
人
ラ
ン
ゲ
ン
≧
げ
電
け
い
㊤
コ
σ
q
8
（
一
八
六
九
－
一
九
〇
九
）
を
始
め
、
中
心
と
な
っ
た
メ
ン
バ
ー
個
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）
人
に
関
す
る
研
究
は
、
五
〇
年
頃
よ
り
進
ん
で
い
る
。
特
に
、
一
九
九
三
年
に
ラ
ン
ゲ
ン
の
伝
記
を
著
し
た
ア
プ
レ
ー
ト
国
①
凝
9
＞
げ
同
9
の
一
連
の
仕
事
を
通
じ
て
、
こ
の
サ
ー
ク
ル
の
実
体
が
明
ら
か
に
な
っ
て
き
た
。
ま
た
『
ジ
ン
プ
リ
ツ
ィ
シ
ム
ス
』
が
生
誕
百
周
年
を
迎
え
た
一
九
九
六
年
に
は
幾
つ
も
の
記
念
展
が
開
催
さ
れ
、
レ
ー
ゲ
ン
ス
ブ
ル
ク
大
学
か
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ど
、
世
紀
転
換
期
と
こ
の
調
刺
誌
へ
の
関
心
は
近
年
高
ま
り
を
見
せ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
日
本
で
も
『
ジ
ン
プ
リ
ツ
ィ
シ
ム
ス
』
の
重
要
性
は
認
識
さ
れ
て
お
り
、
世
紀
末
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
を
扱
っ
た
書
物
で
は
必
ず
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
と
は
い
え
そ
の
内
容
は
簡
単
な
紹
介
に
留
ま
っ
て
お
り
、
管
見
の
限
り
で
は
、
日
本
で
こ
の
雑
誌
そ
の
も
の
を
対
象
と
し
た
研
究
は
全
く
な
さ
れ
て
い
な
い
。　
ト
ー
マ
ス
・
マ
ン
が
「
社
会
制
度
と
な
っ
た
」
と
指
摘
し
た
『
ジ
ン
プ
リ
ツ
ィ
シ
ム
ス
」
。
本
稿
で
は
内
容
分
析
に
入
る
前
段
階
と
し
て
、
こ
の
雑
誌
の
出
版
活
動
の
概
要
を
明
ら
か
に
し
、
こ
れ
を
当
時
の
帝
政
ド
イ
ッ
社
会
の
中
に
サ位
置
付
け
た
い
。
『
ジ
ン
プ
リ
ツ
ィ
シ
ム
ス
』
は
半
世
紀
近
く
に
渡
る
歴
史
を
重
ね
た
が
（
一
九
四
四
年
九
月
一
三
日
号
ま
で
）
、
こ
こ
で
は
創
刊
年
よ
り
大
戦
の
勃
発
す
る
一
九
一
四
年
ま
で
を
対
象
と
す
る
。
と
い
う
の
も
こ
の
時
期
こ
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）
そ
、
「
偉
大
な
ジ
ン
プ
ル
」
と
し
て
記
憶
さ
れ
る
『
ジ
ン
プ
リ
ツ
ィ
シ
ム
ス
』
の
「
ベ
ル
・
エ
ポ
ッ
ク
」
に
他
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
と
出
版
業
　
カ
ウ
ル
バ
ッ
ハ
通
り
五
一
番
地
a
。
大
学
の
あ
る
メ
イ
ン
・
ス
ト
リ
ー
ト
と
イ
ギ
リ
ス
庭
園
の
中
間
に
位
置
す
る
、
閑
静
な
通
り
で
あ
る
。
こ
こ
に
『
ジ
ン
プ
リ
ツ
ィ
シ
ム
ス
』
編
集
部
は
置
か
れ
て
い
た
。
も
っ
と
も
大
戦
前
に
三
度
そ
の
居
を
移
し
て
い
る
が
、
い
ず
れ
の
場
合
も
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
を
離
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
つ
ま
り
こ
の
雑
誌
は
、
バ
イ
エ
ル
ン
の
王
都
に
よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
た
と
言
え
よ
う
。
　
　
　
芸
術
は
栄
え
て
い
る
。
芸
術
は
支
配
者
の
位
置
に
あ
る
。
芸
術
は
ば
ら
　
　
を
捲
い
た
笏
を
、
こ
の
都
の
上
に
さ
し
の
べ
て
、
ほ
ほ
え
ん
で
い
る
。
98
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）
　
　
（
中
略
）
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
は
輝
い
て
い
た
。
　
ト
ー
マ
ス
・
マ
ン
が
こ
う
書
き
記
し
た
の
は
、
正
に
「
摂
政
宮
時
代
（
一
八
八
六
－
一
九
一
二
）
」
の
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
で
あ
る
。
こ
の
時
期
に
バ
イ
エ
ル
ン
は
政
治
的
、
経
済
的
に
安
定
し
た
成
長
期
を
迎
え
て
お
り
、
一
八
九
〇
年
頃
か
ら
国
内
外
の
外
来
者
を
多
数
引
き
寄
せ
て
い
た
。
一
九
〇
〇
年
の
こ
の
町
の
人
口
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）
は
五
〇
万
人
だ
が
、
そ
の
内
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
生
ま
れ
は
一
八
万
人
に
過
ぎ
な
い
。
そ
し
て
学
芸
奨
励
政
策
の
影
響
も
あ
っ
て
、
外
来
者
の
中
に
あ
ま
た
の
芸
術
家
、
文
筆
家
を
含
ん
で
い
た
。
こ
う
し
て
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
は
輝
け
る
芸
術
の
都
と
　
　
　
　
　
（
9
）
な
っ
た
の
で
あ
る
。
　
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
市
内
で
も
と
り
わ
け
芸
術
家
た
ち
が
群
れ
集
っ
た
場
所
が
、
北
部
に
位
置
す
る
シ
ュ
ヴ
ァ
ー
ビ
ン
グ
地
区
ω
o
げ
≦
㊤
げ
ぎ
σ
q
で
あ
る
。
当
時
ヴ
ァ
ー
ン
モ
ヒ
ン
グ
（
0
1
）
「
妄
想
沙
汰
区
」
と
名
付
け
ら
れ
る
程
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
充
満
し
て
い
た
「
広
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
1
）
大
な
世
界
の
中
の
精
神
的
孤
島
。
」
こ
の
地
で
展
開
さ
れ
た
新
た
な
芸
術
を
求
め
る
様
々
な
動
き
は
・
「
楽
天
的
な
進
歩
信
仰
に
対
す
る
反
抗
」
、
「
ド
イ
ッ
帝
国
の
政
治
社
会
体
制
に
対
す
る
批
判
」
と
い
う
点
で
相
互
に
「
暗
黙
の
う
ち
に
連
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）
帯
し
て
い
た
」
と
言
え
よ
う
。
そ
う
し
た
抗
議
を
す
る
上
で
も
、
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
は
最
適
で
あ
っ
た
。
こ
の
王
都
こ
そ
「
ド
イ
ッ
諸
都
市
の
中
で
ベ
ル
リ
ン
に
対
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）
抗
で
き
る
唯
一
の
大
都
市
」
で
あ
る
と
共
に
、
大
都
市
と
は
い
え
依
然
と
し
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
4
）
田
園
的
な
魅
力
を
備
え
て
い
た
の
だ
か
ら
。
　
と
こ
ろ
で
、
『
グ
ラ
ー
ツ
日
報
O
冨
N
霞
弓
㊤
σ
q
①
ω
℃
o
魯
』
紙
は
一
九
一
二
年
、
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
を
三
B
の
町
と
表
現
し
て
い
る
ー
す
な
わ
ち
「
ビ
ー
ル
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
5
）
（
b
d
一
①
同
）
、
絵
画
（
b
J
一
匡
曾
）
、
そ
し
て
書
物
（
b
d
宮
7
霞
）
」
の
町
で
あ
る
、
と
。
つ
ま
り
こ
の
芸
術
の
都
は
出
版
業
の
中
心
地
で
も
あ
っ
た
の
だ
。
，
時
は
総
合
芸
術
の
時
代
で
あ
り
、
そ
の
第
一
歩
が
書
物
の
装
丁
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
ド
イ
ツ
出
版
業
の
半
公
式
住
所
録
に
よ
る
と
、
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
の
業
者
数
は
一
八
九
三
年
（
人
口
約
三
五
万
人
）
に
一
七
八
社
、
一
九
一
〇
年
（
人
口
約
五
四
万
人
）
　
　
　
　
　
　
（
1
6
）
に
二
六
四
社
と
い
う
。
そ
し
て
そ
の
中
心
的
役
割
を
担
っ
て
い
た
の
は
、
や
は
り
シ
ェ
ヴ
ァ
ー
ビ
ン
グ
で
あ
っ
た
。
一
九
〇
〇
年
当
時
こ
の
地
区
に
あ
っ
た
古
本
屋
、
書
店
、
出
版
社
の
数
は
、
ざ
っ
と
眺
め
た
だ
け
で
も
七
〇
を
超
え
る
。
こ
う
し
た
小
さ
な
地
域
に
こ
れ
程
ま
で
出
版
業
者
が
集
中
し
て
い
る
の
は
、
古
く
か
ら
の
出
版
の
町
ラ
イ
プ
ツ
ィ
ヒ
を
除
き
、
帝
国
内
で
唯
一
と
言
っ
て
良
い
　
　
（
1
7
）
だ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
多
く
の
業
者
が
ひ
し
め
き
合
う
中
で
、
「
最
も
個
性
的
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
8
）
な
ド
イ
ツ
の
書
籍
発
行
人
の
一
人
」
と
さ
れ
て
い
る
の
が
、
ラ
ン
ゲ
ン
で
あ
っ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
9
）
た
。
そ
し
て
「
文
化
活
動
に
広
範
な
影
響
」
を
与
え
た
彼
の
名
を
一
層
忘
れ
得
ぬ
も
の
に
し
た
の
が
、
謁
刺
誌
『
ジ
ン
プ
リ
ツ
ィ
シ
ム
ス
』
の
発
行
な
の
で
あ
る
。　
世
紀
末
は
、
ド
イ
ツ
に
限
ら
ず
、
大
量
発
行
さ
れ
る
新
聞
・
雑
誌
の
登
場
を
も
た
ら
し
た
。
一
八
八
八
年
か
ら
一
九
〇
〇
年
ま
で
の
間
に
、
ド
イ
ッ
で
新
た
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
0
）
に
誕
生
し
た
全
雑
誌
数
は
二
一
五
〇
種
。
全
て
が
マ
ス
・
メ
デ
ィ
ア
と
言
え
る
規
模
を
備
え
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
に
せ
よ
、
活
字
媒
体
が
種
類
、
発
行
部
数
と
も
に
極
め
て
増
加
し
た
こ
と
は
疑
い
な
い
。
そ
の
理
由
と
し
て
、
こ
こ
で
は
三
点
だ
け
挙
げ
た
い
。
ま
ず
、
輪
転
機
を
始
め
と
す
る
印
刷
技
術
の
革
新
で
あ
（
2
1
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
2
）
る
。
ま
た
、
当
時
一
〇
〇
パ
ー
セ
ン
ト
に
達
し
て
い
た
初
等
教
育
の
普
及
も
、
そ
れ
が
直
に
雑
誌
購
読
に
結
び
付
き
は
し
な
い
も
の
の
、
読
者
層
を
拡
大
さ
せ
た
と
言
え
る
。
最
後
に
こ
の
頃
の
経
済
的
繁
栄
に
よ
っ
て
、
市
民
層
の
一
部
が
メ
セ
ナ
と
な
り
得
る
力
を
蓄
え
た
点
に
触
れ
た
い
。
世
紀
末
の
出
版
ブ
ー
ム
は
概
し
て
富
裕
な
市
民
層
出
身
の
青
年
た
ち
の
手
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
「
伝
統
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
3
）
的
な
出
版
経
営
を
、
若
者
が
短
期
の
間
に
す
っ
か
り
変
え
て
し
ま
っ
た
」
の
ミュンヘンの「赤い番犬」99
だ
っ
た
。
そ
し
て
ケ
ル
ン
の
名
望
家
出
身
の
ラ
ン
ゲ
ン
は
、
正
に
こ
う
し
た
若
き
発
行
人
の
典
型
な
の
で
あ
る
。
　
世
紀
転
換
期
は
、
特
に
誠
刺
誌
の
刊
行
が
各
国
で
さ
か
ん
だ
っ
た
こ
と
で
も
特
徴
付
け
ら
れ
る
。
一
八
八
六
年
か
ら
↓
九
一
四
年
ま
で
の
間
、
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
4
）
だ
け
で
も
延
べ
六
〇
種
を
超
え
る
謁
刺
誌
が
刊
行
さ
れ
た
の
だ
。
な
ぜ
こ
れ
程
ま
で
謁
刺
が
取
り
上
げ
ら
れ
た
の
か
。
こ
こ
で
そ
れ
を
詳
し
く
検
討
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
が
、
当
時
が
「
旧
来
の
も
の
と
新
し
い
も
の
と
が
併
存
し
て
せ
め
ぎ
あ
い
、
そ
こ
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
知
的
探
究
や
、
表
現
創
造
上
の
試
行
が
生
み
　
　
　
（
2
5
）
出
さ
れ
た
」
大
転
換
期
で
あ
っ
た
こ
と
が
何
よ
り
も
そ
の
理
由
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
で
は
、
数
多
い
謁
刺
誌
の
中
で
何
故
『
ジ
ン
プ
リ
ツ
ィ
シ
ム
ス
』
に
着
目
す
る
の
か
。
理
由
は
三
点
あ
る
。
ま
ず
文
芸
上
の
重
要
性
。
次
に
あ
ま
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
6
）
た
の
雑
誌
が
競
合
す
る
中
で
「
伝
説
的
な
売
行
き
」
を
記
録
し
た
こ
と
。
最
後
に
ド
イ
ツ
の
謁
刺
誌
の
モ
デ
ル
と
さ
れ
る
の
み
な
ら
ず
、
国
を
越
え
て
「
異
議
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
7
）
申
し
立
て
の
シ
ン
ボ
ル
」
と
し
て
認
識
さ
れ
た
こ
と
を
挙
げ
た
い
。
　
さ
て
、
そ
う
し
た
特
徴
を
持
つ
『
ジ
ン
プ
リ
ツ
ィ
シ
ム
ス
』
の
創
刊
の
経
緯
と
は
い
か
な
る
も
の
だ
っ
た
の
か
。
ま
た
、
こ
の
雑
誌
は
ど
の
よ
う
に
運
営
さ
れ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
ニ
　
ジ
ン
プ
リ
ツ
ィ
シ
ム
ス
・
サ
ー
ク
ル
　
『
ジ
ン
プ
リ
ツ
ィ
シ
ム
ス
』
の
発
行
地
は
確
か
に
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
だ
っ
た
が
、
ド
イ
ッ
で
新
た
な
調
刺
誌
を
創
刊
し
よ
う
と
い
う
ア
イ
デ
ア
は
、
隣
国
の
芸
術
の
都
パ
リ
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
　
ラ
ン
ゲ
ン
が
パ
リ
へ
と
旅
立
っ
た
の
は
一
八
九
〇
年
、
こ
の
地
で
ボ
ヘ
ミ
ア
ン
仲
間
に
加
わ
り
、
そ
れ
か
ら
三
年
後
に
出
版
社
を
設
立
し
て
い
る
。
そ
し
て
九
五
年
、
新
た
な
時
代
、
自
分
た
ち
の
価
値
観
に
相
応
し
い
雑
誌
の
創
刊
と
い
う
構
想
を
暖
め
つ
つ
、
ラ
ン
ゲ
ン
は
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
へ
と
や
っ
て
来
た
の
だ
っ
た
。
モ
ダ
ン
で
上
質
な
イ
ラ
ス
ト
付
き
謁
刺
誌
ー
そ
の
直
接
の
手
本
と
さ
れ
た
の
は
、
九
一
年
に
パ
リ
で
発
刊
さ
れ
た
「
ジ
ル
・
ブ
ラ
ス
・
イ
リ
ュ
ス
ト
レ
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
8
）
『
①
Ω
　
切
冨
の
　
冨
ω
育
⑪
』
で
あ
る
。
『
ジ
ン
プ
リ
ツ
ィ
シ
ム
ス
』
と
い
う
タ
イ
ト
ル
も
、
『
ジ
ル
・
ブ
ラ
ス
』
に
倣
っ
て
小
説
か
ら
採
ら
れ
た
。
そ
れ
が
三
十
年
戦
争
期
に
書
か
れ
た
「
ジ
ン
プ
リ
ツ
ィ
シ
ム
ス
の
冒
険
』
で
あ
る
。
驚
く
べ
き
単
純
な
（
巴
日
b
①
一
）
性
格
で
あ
っ
た
こ
の
主
人
公
は
、
「
戦
争
の
混
乱
と
悲
惨
と
暴
虐
の
な
か
を
た
だ
よ
い
、
猛
々
し
い
時
代
を
才
覚
一
つ
で
生
き
の
び
　
　
（
2
9
）
て
い
く
。
」
雑
誌
の
方
も
、
タ
イ
ト
ル
決
定
時
に
は
ま
だ
内
容
は
明
確
で
な
か
っ
た
も
の
の
、
や
が
て
「
力
（
国
茜
3
」
「
自
然
さ
（
Z
巴
母
一
8
算
①
一
け
）
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
0
）
「
新
鮮
さ
（
勾
ユ
の
o
ゲ
①
）
」
を
武
器
に
帝
政
ド
イ
ツ
社
会
と
闘
う
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
そ
の
象
徴
が
「
赤
い
ブ
ル
ド
ッ
グ
」
に
他
な
ら
な
い
。
　
『
ジ
ン
プ
リ
ツ
ィ
シ
ム
ス
』
は
そ
の
タ
イ
ト
ル
の
み
な
ら
ず
寄
稿
家
に
も
恵
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
1
）
ま
れ
た
。
パ
リ
時
代
の
交
友
関
係
に
加
え
、
作
品
の
懸
賞
募
集
、
あ
る
い
は
他
誌
か
ら
の
引
き
抜
き
等
に
よ
っ
て
集
っ
た
寄
稿
家
の
内
、
創
刊
二
年
目
に
入
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
2
）
頃
に
は
中
心
メ
ン
バ
ー
が
定
ま
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
ま
ず
画
家
で
は
ハ
イ
ネ
弓
ぽ
o
目
㊤
ω
弓
げ
Φ
o
匹
霞
＝
①
冒
①
（
一
八
六
八
年
生
ま
れ
　
　
以
下
同
様
）
、
シ
ュ
ル
ツ
≦
躊
『
巴
日
ω
o
げ
巳
N
（
六
五
年
）
、
テ
ー
二
i
国
α
ロ
9
。
a
弓
げ
α
昌
気
（
六
六
年
）
、
パ
ウ
ル
b
U
2
昌
o
噂
仁
D
巳
（
七
四
年
）
、
ヴ
ィ
ル
ケ
幻
信
α
o
罵
≦
　
犀
Φ
（
七
三
年
）
、
レ
ツ
ニ
チ
ェ
ク
悶
霞
蝕
昌
鱒
昌
噺
悶
話
臣
Φ
睡
く
o
昌
国
①
N
巳
o
①
評
（
六
八
年
）
、
エ
ン
グ
ル
q
o
ω
臥
b
d
曾
①
巳
葬
国
昌
駐
（
六
七
年
）
、
そ
し
て
遅
れ
て
参
加
す
る
グ
ル
ブ
ラ
ン
ソ
ン
9
曳
O
巳
げ
轟
コ
ω
゜
。
o
コ
（
七
三
年
）
。
作
家
で
は
ヴ
ェ
ー
デ
キ
ン
ト
国
円
卑
コ
犀
≦
①
α
Φ
置
ロ
α
（
六
四
年
）
と
そ
の
後
を
受
け
た
100
ト
ー
マ
ピ
ロ
α
≦
一
σ
q
弓
げ
o
日
ゆ
（
六
七
年
）
、
更
に
編
集
に
寄
与
し
た
ホ
ル
ム
区
o
眺
冒
国
o
｝
ヨ
（
七
三
年
）
と
ゲ
へ
ー
プ
国
①
ぎ
ゲ
o
匡
Ω
①
冨
①
ぴ
（
七
二
年
）
の
名
が
挙
げ
ら
れ
る
。
　
で
は
、
ラ
ン
ゲ
ン
も
含
め
た
中
心
メ
ン
バ
ー
の
特
徴
と
は
何
か
。
ま
ず
、
世
代
的
な
共
通
項
が
浮
か
び
上
が
る
。
い
ず
れ
も
帝
国
統
一
前
後
に
生
ま
れ
、
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
期
に
成
年
に
達
し
た
若
者
た
ち
な
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
反
し
て
、
出
身
地
が
一
致
し
な
い
こ
と
が
第
二
の
特
徴
だ
。
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
生
ま
れ
は
エ
ン
グ
ル
の
み
、
バ
イ
エ
ル
ン
全
体
に
広
げ
て
み
て
も
ト
ー
マ
が
加
わ
る
に
す
ぎ
な
い
。
し
か
も
レ
ツ
ニ
チ
ェ
ク
は
オ
ー
ス
ト
リ
ア
出
身
、
グ
ル
ブ
ラ
ン
ソ
ン
は
ノ
ル
ウ
ェ
ー
出
身
で
あ
る
。
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
の
引
力
の
強
さ
と
「
国
際
的
な
ジ
ョ
ー
　
　
（
3
3
）
ク
市
場
」
の
形
成
と
を
証
明
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
そ
の
他
、
中
心
メ
ン
バ
ー
の
ほ
と
ん
ど
が
パ
リ
の
空
気
を
吸
っ
て
い
る
こ
と
、
更
に
ほ
ぼ
毎
号
寄
稿
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
4
）
し
た
文
筆
家
の
中
に
、
医
師
や
弁
護
士
の
姿
が
目
立
つ
点
も
指
摘
し
た
い
。
　
こ
う
し
た
多
士
済
々
の
メ
ン
バ
ー
を
ま
と
め
上
げ
て
い
た
の
が
、
「
お
世
辞
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
5
）
を
言
う
美
女
と
決
然
た
る
猛
獣
使
い
の
性
質
を
兼
ね
備
え
て
い
た
」
ラ
ン
ゲ
ン
だ
っ
た
。
彼
の
名
は
発
行
人
及
び
編
集
貴
任
者
と
し
て
雑
誌
に
記
さ
れ
て
お
り
、
更
に
は
作
品
の
翻
訳
を
手
掛
け
た
こ
と
も
あ
る
。
こ
こ
か
ら
浮
か
び
上
が
る
の
は
、
世
紀
転
換
期
に
初
め
て
現
れ
た
「
文
化
発
行
人
区
巳
ε
雫
く
震
δ
㈹
曾
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
6
）
「
個
人
発
行
人
ぎ
象
く
置
信
巴
－
＜
Φ
匡
①
σ
q
曾
」
と
し
て
の
ラ
ン
ゲ
ン
の
姿
で
あ
る
。
確
か
に
ト
ー
マ
が
「
方
針
と
い
っ
て
も
自
分
の
意
欲
の
他
に
何
も
な
く
（
中
略
）
そ
の
意
見
や
希
望
を
尊
重
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
チ
ー
フ
は
い
な
　
　
（
3
7
）
か
っ
た
」
と
回
想
し
て
い
る
よ
う
に
、
ラ
ン
ゲ
ン
の
意
志
が
全
て
通
っ
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
も
の
の
、
彼
の
影
響
力
は
金
銭
面
に
限
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
　
だ
が
一
八
九
八
年
一
〇
月
、
そ
の
ラ
ン
ゲ
ン
が
亡
命
せ
ざ
る
を
得
な
い
事
態
が
起
こ
る
。
「
パ
レ
ス
チ
ナ
」
特
集
号
（
同
年
三
一
号
）
で
、
皇
帝
の
バ
グ
ダ
ー
ド
鉄
道
の
利
権
を
め
ぐ
る
ト
ル
コ
へ
の
旅
を
槍
玉
に
上
げ
た
た
め
で
あ
る
。
そ
の
表
紙
絵
は
こ
う
だ
っ
た
　
　
軍
帽
を
手
に
笑
い
転
げ
る
バ
ル
バ
ロ
ッ
サ
に
ゴ
ッ
ト
フ
リ
ー
ト
・
フ
ォ
ン
・
ブ
イ
ヨ
ン
が
「
そ
ん
な
に
大
笑
い
な
さ
る
な
、
バ
ル
バ
ロ
ッ
サ
よ
。
我
ら
の
十
字
軍
も
ど
う
せ
何
の
目
的
も
な
か
っ
た
の
だ
か
ら
。
」
こ
の
号
は
即
座
に
押
収
、
印
刷
所
の
あ
っ
た
ラ
イ
プ
ツ
ィ
ヒ
で
ラ
ン
ゲ
ン
と
表
紙
を
手
掛
け
た
ハ
イ
ネ
、
そ
し
て
調
刺
詩
の
作
者
ヴ
ェ
ー
デ
キ
ン
ト
の
三
人
が
不
敬
罪
に
問
わ
れ
る
騒
ぎ
と
な
る
。
そ
し
て
ハ
イ
ネ
は
六
ヶ
月
、
ヴ
ェ
ー
デ
キ
ン
ト
は
七
ヶ
月
の
城
塞
禁
固
刑
に
服
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
一
方
ラ
ン
ゲ
ン
は
チ
ュ
ー
リ
ヒ
に
逃
れ
た
も
の
の
、
三
万
金
マ
ル
ク
の
罰
金
を
支
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
8
）
払
っ
て
帰
国
す
る
の
は
一
九
〇
三
年
の
こ
と
で
あ
る
。
　
さ
て
ラ
ン
ゲ
ン
亡
命
に
際
し
て
、
編
集
長
と
な
っ
た
の
は
ゲ
へ
ー
プ
で
あ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
9
）
る
。
だ
が
ト
ー
マ
に
よ
れ
ば
「
決
定
は
ス
イ
ス
で
な
さ
れ
て
い
た
。
」
　
つ
ま
り
こ
れ
ま
で
同
様
ラ
ン
ゲ
ン
に
最
終
決
定
権
が
あ
り
、
彼
と
編
集
部
の
間
を
つ
な
い
だ
も
の
こ
そ
大
量
に
残
さ
れ
て
い
る
手
紙
類
な
の
だ
。
と
は
い
え
ラ
ン
ゲ
ン
不
在
の
間
に
、
中
心
メ
ン
バ
ー
の
役
割
は
よ
り
大
き
く
な
り
、
経
営
に
参
与
し
て
い
る
と
の
意
識
も
よ
り
強
ま
っ
て
い
く
。
早
く
も
一
九
〇
一
年
に
ト
ー
マ
は
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
0
）
「
こ
の
雑
誌
を
ラ
ン
ゲ
ン
社
か
ら
独
立
さ
せ
る
べ
き
」
と
考
え
て
い
た
が
、
そ
の
五
年
後
の
二
月
、
雑
誌
の
値
上
げ
を
図
っ
た
ラ
ン
ゲ
ン
に
、
利
益
の
分
け
前
を
求
め
た
中
心
メ
ン
バ
ー
が
「
反
乱
」
を
起
こ
す
。
こ
う
し
て
「
定
期
寄
稿
家
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
1
）
と
編
集
者
に
感
謝
す
る
た
め
」
有
限
会
社
ジ
ン
プ
リ
ツ
ィ
シ
ム
ス
が
設
立
さ
れ
、
同
年
四
月
よ
り
活
動
を
始
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
会
社
、
「
半
分
は
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
2
）
ラ
ン
ゲ
ン
氏
、
半
分
は
我
々
九
人
の
も
の
」
だ
っ
た
が
、
七
人
は
一
四
〇
〇
マ
ル
ク
ず
つ
の
出
資
な
の
に
対
し
て
、
ハ
イ
ネ
と
ト
ー
マ
は
二
一
〇
〇
マ
ル
ク
ず
ミュンヘンの「赤い番犬」101
つ
と
二
人
の
影
響
力
の
大
き
さ
が
窺
え
よ
う
。
そ
し
て
こ
の
出
来
事
は
、
「
芸
術
家
の
自
主
管
理
の
、
最
初
で
は
な
い
に
し
ろ
最
も
早
い
例
の
一
つ
で
、
知
的
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
3
）
生
産
者
た
ち
に
よ
る
物
質
的
生
産
手
段
へ
の
出
資
と
今
日
言
わ
れ
る
も
の
」
と
し
て
評
価
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
　
こ
う
し
て
新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
た
『
ジ
ン
プ
リ
ツ
ィ
シ
ム
ス
』
だ
っ
た
が
、
そ
の
後
思
い
が
け
な
い
別
れ
が
次
々
と
訪
れ
る
。
ま
ず
一
九
〇
七
年
、
パ
ウ
ル
が
ベ
ル
リ
ン
へ
と
去
り
、
こ
れ
よ
り
先
は
稀
に
匿
名
で
寄
稿
す
る
の
み
と
な
つ
．
管
ま
た
こ
の
年
に
エ
ン
グ
ル
．
姪
翌
年
に
は
ヴ
ィ
ル
ケ
が
他
晃
贈
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
7
）
九
〇
九
年
に
は
ラ
ン
ゲ
ン
自
身
が
こ
の
世
を
去
る
。
享
年
三
九
歳
で
あ
っ
た
。
更
に
そ
の
埋
葬
一
週
附
後
、
病
に
苦
し
ん
で
い
た
レ
ツ
ニ
チ
ェ
ク
も
後
を
追
う
　
　
　
　
（
4
8
）
こ
と
に
な
る
。
こ
う
し
て
創
刊
当
初
の
メ
ン
バ
ー
を
相
次
い
で
失
う
中
、
ハ
イ
ネ
と
ト
ー
マ
の
役
割
は
一
層
重
み
を
増
し
て
い
っ
た
。
ハ
イ
ネ
は
一
四
年
目
（一
縺
Z
九
年
）
八
号
よ
り
表
紙
に
、
ラ
ン
ゲ
ン
と
並
ん
で
発
行
人
と
し
て
そ
の
名
が
記
さ
れ
て
い
る
。
一
方
ト
ー
マ
は
雑
誌
に
名
が
挙
が
る
こ
と
こ
そ
な
か
っ
た
も
の
の
、
多
く
の
論
文
で
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
実
質
的
な
編
集
長
と
し
て
力
を
ふ
る
っ
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
　
世
紀
転
換
期
の
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
を
彩
っ
た
様
々
な
動
き
の
中
で
、
「
最
も
活
発
　
　
　
　
　
　
（
4
9
）
な
も
の
の
ひ
と
つ
」
で
あ
っ
た
ジ
ン
プ
リ
ツ
ィ
シ
ム
ス
・
サ
ー
ク
ル
。
こ
の
サ
ー
ク
ル
に
人
々
を
つ
な
ぎ
と
め
て
い
た
も
の
、
そ
れ
は
　
体
何
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
　
ま
ず
挙
げ
ら
れ
る
の
は
、
ほ
ぼ
全
員
が
駆
け
出
し
と
い
う
同
世
代
の
気
安
さ
で
あ
り
、
望
む
ま
ま
に
活
動
で
き
る
自
由
な
雰
囲
気
で
あ
る
。
こ
う
し
た
中
で
才
能
を
開
花
さ
せ
た
寄
稿
家
た
ち
の
個
性
は
、
い
つ
し
か
「
ジ
ン
プ
リ
ツ
ィ
シ
ム
ス
・
ス
タ
イ
ル
」
と
呼
ば
れ
る
も
の
に
昇
華
し
、
受
け
継
が
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
　
天
賦
の
才
を
発
揮
さ
せ
る
場
を
得
た
だ
け
で
な
く
馬
他
と
比
べ
報
酬
も
良
い
と
な
れ
ば
言
う
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
。
特
に
画
家
た
ち
に
は
高
額
が
支
払
わ
れ
、
一
八
九
九
年
に
は
一
ペ
ー
ジ
に
つ
き
ハ
イ
ネ
に
二
五
〇
マ
ル
ク
、
他
の
メ
ン
バ
ー
に
は
八
五
ー
＝
○
マ
ル
ク
と
、
い
か
に
イ
ラ
ス
ト
が
重
視
さ
れ
て
い
　
　
　
　
（
5
0
）
た
か
が
窺
え
る
。
　
メ
ン
バ
ー
を
強
く
結
び
つ
け
て
い
た
も
の
と
し
て
、
最
後
に
人
間
関
係
を
挙
げ
た
い
。
ホ
ル
ム
の
ラ
ン
ゲ
ン
宛
て
の
書
簡
に
「
友
情
司
話
旨
Ω
の
o
げ
鷺
血
と
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
1
）
の
語
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
メ
ン
バ
ー
は
単
な
る
同
僚
で
は
な
く
友
人
で
あ
っ
た
。
中
心
メ
ン
バ
ー
の
集
う
編
集
会
議
の
記
述
が
な
い
こ
と
も
彼
の
手
紙
の
特
徴
だ
が
、
恐
ら
く
個
人
的
な
関
わ
り
の
中
で
業
務
が
片
付
け
ら
れ
、
方
針
が
決
め
ら
れ
て
い
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
事
実
彼
ら
の
書
き
残
し
た
も
の
か
ら
は
、
食
事
や
旅
行
と
い
っ
た
付
き
合
い
が
頻
繁
に
な
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
こ
う
し
た
意
味
で
、
正
に
「
サ
ー
ク
ル
」
と
呼
ぶ
の
が
ふ
さ
わ
し
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
2
）
　
『
ジ
ン
プ
リ
ツ
ィ
シ
ム
ス
』
と
「
無
尽
蔵
の
宝
」
た
る
協
力
者
た
ち
。
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
で
の
幸
福
な
出
会
い
だ
っ
た
と
言
う
べ
き
だ
ろ
う
。
か
く
し
て
ヴ
ァ
イ
マ
ー
ル
期
に
活
躍
し
た
ア
ー
ノ
ル
ド
丙
p
ユ
〉
旨
o
冨
（
一
八
八
三
1
一
九
五
三
）
は
、
同
僚
に
次
の
よ
う
な
言
葉
を
残
し
て
い
る
。
「
ア
ル
ベ
ル
ト
・
ラ
ン
ゲ
ン
が
君
た
ち
を
謁
刺
画
家
に
し
な
か
っ
た
ら
、
い
っ
た
い
今
日
何
に
な
っ
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
3
）
い
た
だ
ろ
う
か
。
真
っ
当
な
画
家
以
外
の
何
者
で
も
な
か
っ
た
さ
。
」
三
　
雑
誌
の
出
版
形
態
　
メ
ン
バ
ー
た
ち
の
奮
闘
の
賜
と
し
て
、
毎
週
火
曜
日
に
発
行
さ
れ
た
『
ジ
ン
　
　
　
　
　
　
（
5
4
）
プ
リ
ツ
ィ
シ
ム
ス
』
。
続
い
て
は
、
こ
の
雑
誌
そ
の
も
の
に
注
目
し
た
い
。
102
　
ま
ず
大
き
さ
だ
が
、
常
に
縦
三
八
・
横
二
八
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
ほ
ぼ
A
三
判
で
、
厚
み
と
言
え
る
程
の
も
の
は
な
く
、
創
刊
時
に
は
わ
ず
か
八
ペ
ー
ジ
に
す
ぎ
な
い
。
し
か
も
一
九
〇
五
年
ま
で
は
、
ペ
ー
ジ
の
端
が
切
ら
れ
て
い
な
い
折
り
本
で
あ
っ
た
。
　
ペ
ー
ジ
構
成
は
と
い
う
と
、
二
・
三
・
六
ペ
ー
ジ
が
文
芸
面
で
、
当
時
の
多
く
の
雑
誌
同
様
、
そ
の
大
部
分
を
ド
イ
ッ
文
字
が
占
め
て
い
る
。
文
字
サ
イ
ズ
は
本
文
六
－
八
ポ
イ
ン
ト
（
約
二
⊥
ニ
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
）
が
基
本
だ
。
一
方
イ
ラ
ス
ト
が
当
て
ら
れ
た
の
は
外
側
と
内
側
の
四
ペ
ー
ジ
で
、
一
ペ
ー
ジ
に
一
作
品
か
半
ペ
ー
ジ
程
の
作
品
二
つ
が
広
々
と
載
っ
て
い
る
。
表
紙
と
最
終
ペ
ー
ジ
と
は
創
刊
当
初
よ
り
多
色
刷
り
さ
れ
、
し
か
も
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
の
強
い
配
色
で
あ
っ
た
か
ら
人
目
に
付
い
た
こ
と
だ
ろ
う
。
出
版
ブ
ー
ム
の
中
で
の
競
争
の
激
し
さ
が
窺
え
る
が
、
読
み
方
の
変
化
に
よ
る
と
こ
ろ
も
大
き
い
。
つ
ま
り
こ
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
5
）
し
た
雑
誌
は
「
熟
読
で
は
な
く
、
た
だ
ざ
っ
と
目
を
通
す
も
の
」
と
さ
れ
、
そ
こ
に
い
か
な
る
危
険
が
潜
ん
で
い
よ
う
と
も
、
セ
ン
セ
ー
シ
ョ
ナ
ル
な
単
純
明
快
さ
は
必
要
不
可
欠
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
　
さ
て
、
残
る
七
ペ
ー
ジ
目
は
広
告
面
で
あ
る
。
そ
し
て
広
告
の
増
加
こ
そ
が
、
こ
の
雑
誌
の
ペ
ー
ジ
数
変
化
の
原
因
で
あ
っ
た
。
ま
ず
三
年
目
（
一
八
九
八
年
）
二
九
号
を
最
初
と
し
て
ニ
ペ
ー
ジ
分
の
付
録
が
、
更
に
八
年
目
（
一
九
〇
三
年
）
二
七
号
か
ら
は
そ
れ
に
加
え
て
第
二
の
付
録
が
現
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
付
録
の
主
目
的
は
広
告
の
掲
載
な
の
で
あ
る
。
本
誌
は
一
〇
年
目
（
〇
五
年
）
二
七
号
よ
り
一
ニ
ペ
ー
ジ
と
な
っ
た
も
の
の
、
そ
の
う
ち
三
ペ
ー
ジ
分
は
広
告
に
当
て
ら
れ
た
。
翌
年
度
二
号
よ
り
付
録
は
消
え
本
誌
一
六
ペ
ー
ジ
が
基
本
と
な
る
が
、
こ
れ
は
付
録
が
本
誌
に
組
み
込
ま
れ
た
だ
け
で
あ
り
、
広
告
の
量
に
よ
っ
て
は
二
四
ペ
ー
ジ
の
号
ま
で
見
ら
れ
る
の
だ
。
広
告
の
料
金
は
六
ポ
イ
ン
ト
活
字
五
分
の
一
行
が
一
ー
ニ
マ
ル
ク
と
な
っ
て
お
り
、
一
九
〇
〇
年
に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
6
）
は
何
と
月
九
〇
〇
〇
i
一
万
マ
ル
ク
の
広
告
収
入
が
見
込
ま
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
消
費
経
済
が
花
開
き
つ
つ
あ
る
中
で
の
コ
マ
ー
シ
ャ
リ
ズ
ム
の
台
頭
が
、
『
ジ
ン
プ
リ
ツ
ィ
シ
ム
ス
』
を
、
そ
し
て
雑
誌
刊
行
ブ
ー
ム
を
力
強
く
支
え
て
い
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
付
け
加
え
れ
ば
、
そ
う
し
た
広
告
で
は
当
時
ま
だ
高
価
だ
っ
た
カ
メ
ラ
、
自
転
車
、
自
動
車
、
葉
巻
と
い
っ
た
品
々
を
頻
繁
に
目
に
す
る
こ
と
が
出
来
る
。
例
え
ば
カ
メ
ラ
は
一
〇
〇
マ
ル
ク
前
後
で
、
原
稿
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
7
）
審
査
係
だ
っ
た
ト
ー
マ
ス
・
マ
ン
の
月
給
と
ほ
ぼ
同
額
で
あ
る
。
時
に
中
心
メ
ン
バ
ー
の
手
に
よ
る
豪
華
さ
と
モ
ダ
ン
さ
を
伝
え
る
広
告
は
、
「
こ
の
雑
誌
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
8
）
急
進
的
傾
向
を
和
ら
げ
る
」
役
割
も
果
た
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
　
そ
れ
で
は
「
ジ
ン
プ
リ
ツ
ィ
シ
ム
ス
』
自
身
の
値
段
は
い
か
程
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
雑
誌
に
は
常
に
質
と
量
と
の
問
題
が
付
き
ま
と
っ
て
い
た
が
、
こ
の
こ
と
は
『
ジ
ン
プ
リ
ツ
ィ
シ
ム
ス
」
が
創
刊
時
よ
り
二
種
類
発
行
さ
れ
て
い
た
点
に
顕
著
で
あ
る
。
つ
ま
り
一
〇
ペ
ニ
ヒ
の
「
普
及
版
」
と
二
五
ペ
ニ
ヒ
の
「
豪
華
版
」
で
、
こ
の
違
い
は
紙
質
で
あ
り
印
刷
の
入
念
さ
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
形
は
一
九
年
間
一
貫
し
て
い
た
が
、
価
格
は
三
度
値
上
げ
さ
れ
、
一
九
〇
六
年
か
ら
は
安
い
方
で
三
〇
ペ
ニ
ヒ
と
な
っ
て
い
る
。
値
上
げ
理
由
は
、
一
九
〇
六
年
の
場
合
に
は
作
品
数
の
増
加
と
ペ
ー
ジ
の
裁
ち
お
と
し
も
挙
げ
ら
れ
た
も
の
の
、
基
本
的
に
は
紙
質
の
向
上
に
あ
っ
た
。
一
八
九
九
年
よ
り
紙
質
向
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
9
）
上
が
検
討
さ
れ
始
め
て
い
た
が
、
そ
の
一
方
で
「
予
約
購
読
は
全
て
『
豪
華
版
』
に
」
と
い
う
ラ
ン
ゲ
ン
の
意
向
は
「
高
価
す
ぎ
る
」
と
考
え
た
ホ
ル
ム
ら
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
0
）
の
反
対
に
あ
い
頓
挫
す
る
の
で
あ
る
。
　
購
入
方
法
と
し
て
は
バ
ラ
売
り
と
予
約
購
読
と
が
併
用
さ
れ
て
い
た
。
前
者
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
1
）
に
つ
い
て
は
編
集
部
か
ら
の
通
知
欄
で
「
駅
ま
た
は
旅
行
途
中
で
購
入
す
る
」
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方
法
と
記
さ
れ
て
お
り
、
駅
売
り
の
重
要
性
が
窺
え
る
。
後
者
は
三
ヶ
月
毎
で
ラ
ン
ゲ
ン
社
の
他
、
全
書
店
と
郵
便
局
、
更
に
取
次
店
で
も
注
文
で
き
た
の
だ
っ
た
。
こ
う
し
た
二
つ
の
購
入
方
法
の
明
確
な
割
合
は
デ
ー
タ
不
足
で
分
か
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
2
）
ら
な
い
。
ク
リ
ス
ト
論
文
に
よ
る
と
、
い
つ
の
時
点
か
は
不
明
な
が
ら
五
万
人
以
上
の
予
約
購
読
者
が
い
た
と
い
う
。
雑
誌
の
売
上
げ
は
十
万
部
が
最
高
で
あ
る
か
ら
、
予
約
購
読
に
重
き
が
置
か
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
も
そ
も
当
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
3
）
時
の
雑
誌
販
売
方
法
と
し
て
は
「
帯
封
発
送
さ
れ
る
予
約
購
読
が
圧
倒
的
」
だ
っ
た
の
だ
。
ま
た
一
九
〇
六
年
に
更
に
値
上
げ
さ
れ
た
高
価
版
は
半
年
一
五
マ
ル
ク
の
予
約
購
読
の
み
と
な
り
、
高
価
版
に
と
っ
て
特
に
こ
の
方
法
が
重
要
だ
っ
た
こ
と
が
窺
え
よ
う
。
　
さ
て
予
約
購
読
を
申
し
込
ん
だ
場
合
、
雑
誌
は
い
か
に
し
て
読
者
の
手
に
渡
っ
た
の
か
。
ま
ず
一
〇
ペ
ニ
ヒ
の
「
普
及
版
」
の
購
読
料
は
創
刊
号
に
よ
れ
ば
一
・
五
〇
マ
ル
ク
、
バ
ラ
売
り
よ
り
割
高
な
も
の
の
「
自
宅
に
無
料
配
送
す
亀
五
号
で
は
一
三
五
マ
ル
ク
に
値
下
げ
さ
れ
た
が
・
別
に
配
送
料
二
五
ペ
ニ
ヒ
を
取
る
こ
と
に
し
た
ら
し
い
。
但
し
繁
雑
だ
っ
た
た
め
か
、
一
四
号
以
降
「
配
送
料
」
の
文
字
は
消
え
郵
送
に
一
本
化
さ
れ
て
い
る
。
帯
封
で
国
内
一
・
七
〇
マ
ル
ク
、
国
外
ニ
マ
ル
ク
で
あ
る
。
一
方
「
豪
華
版
」
の
予
約
購
読
料
は
三
マ
ル
ク
で
、
国
内
発
送
は
帯
封
が
三
・
七
五
マ
ル
ク
、
筒
型
が
五
マ
ル
ク
、
国
外
へ
は
筒
型
の
み
で
六
マ
ル
ク
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
価
格
は
変
わ
れ
ど
、
こ
う
し
た
方
法
は
続
い
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
四
　
発
行
部
数
と
読
者
　
そ
れ
で
は
『
ジ
ン
プ
リ
ツ
ィ
シ
ム
ス
』
を
購
入
し
た
読
者
は
ど
の
く
ら
い
の
数
に
上
っ
た
の
か
。
創
刊
号
は
何
と
四
八
万
部
も
刷
ら
れ
た
が
、
実
際
に
売
れ
た
の
は
わ
ず
か
一
〇
〇
〇
部
程
。
「
当
時
と
し
て
は
伝
説
的
な
売
行
き
を
示
し
雄
こ
の
雑
誌
も
・
創
刊
当
初
は
ほ
と
ん
夏
碗
者
の
閨
心
を
引
き
は
し
な
か
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
6
）
た
の
で
あ
る
。
＝
二
号
に
は
「
次
号
は
五
万
一
〇
〇
〇
部
」
と
の
大
胆
な
予
想
が
掲
げ
ら
れ
た
が
、
ホ
ル
ム
は
創
刊
年
の
様
子
を
こ
う
伝
え
て
い
る
ー
「
私
が
編
集
部
に
ま
だ
ひ
と
月
も
い
な
い
う
ち
に
、
ラ
ン
ゲ
ン
は
も
う
毎
週
私
と
次
号
を
ま
だ
刊
行
す
べ
き
か
、
そ
れ
と
も
こ
の
雑
誌
に
す
ぐ
さ
ま
止
め
を
刺
す
べ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
7
）
き
か
検
討
し
始
め
て
い
た
。
」
　
そ
の
後
は
ど
う
か
。
こ
の
点
に
つ
い
て
雑
誌
自
体
に
は
不
思
議
な
ほ
ど
書
か
れ
て
い
な
い
。
三
年
目
（
九
八
年
）
三
七
号
表
紙
に
は
六
万
七
〇
〇
〇
部
と
の
文
字
が
踊
っ
て
い
る
が
、
こ
う
し
た
形
で
の
発
表
は
こ
れ
た
だ
一
度
の
み
、
そ
の
他
に
は
ご
く
稀
に
広
告
募
集
の
記
事
に
見
ら
れ
る
だ
け
で
あ
る
。
コ
ン
ラ
i
　
　
　
　
　
　
（
6
8
）
ト
論
文
に
よ
れ
ば
、
二
年
目
二
万
六
〇
〇
〇
部
、
三
年
目
七
万
一
〇
〇
〇
部
、
六
年
目
七
万
六
〇
〇
〇
部
、
七
年
目
に
は
八
万
部
ほ
ど
、
そ
し
て
一
九
〇
四
年
に
は
八
万
五
〇
〇
〇
部
を
記
録
し
た
と
い
う
。
号
毎
の
違
い
は
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
次
第
に
売
れ
行
き
が
伸
び
て
き
た
こ
と
、
し
か
も
よ
く
売
れ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
9
）
た
も
の
の
一
つ
だ
っ
た
こ
と
は
確
か
だ
ろ
う
。
　
以
上
の
よ
う
な
発
行
部
数
の
伸
長
か
ら
は
読
者
数
の
拡
大
が
窺
え
る
が
、
実
の
と
こ
ろ
売
上
げ
数
を
は
る
か
に
上
回
る
読
者
が
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
読
書
文
化
の
問
題
で
あ
り
、
読
む
モ
ノ
が
即
買
う
モ
ノ
に
結
び
付
く
わ
け
で
は
な
い
か
ら
だ
。
劇
場
な
ど
の
読
書
カ
フ
ェ
で
あ
る
と
か
、
あ
る
い
は
カ
ジ
ノ
、
ホ
テ
ル
、
レ
ス
ト
ラ
ン
の
読
書
室
、
更
に
今
日
以
上
に
頻
繁
に
利
用
さ
れ
て
い
た
理
髪
サ
ロ
ン
と
い
っ
た
と
こ
ろ
に
も
雑
誌
は
置
か
れ
、
読
ま
れ
て
い
た
　
　
　
（
7
0
）
の
で
あ
る
。
更
に
『
ジ
ン
プ
リ
ツ
ィ
シ
ム
ス
』
の
作
品
は
葉
書
、
別
刷
り
、
ア
ル
バ
ム
、
カ
レ
ン
ダ
ー
と
い
っ
た
形
で
も
目
に
す
る
こ
と
が
出
来
た
点
に
も
注
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
真
～
」
【
104
目
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
　
さ
て
創
刊
年
二
七
号
に
は
『
ジ
ン
プ
リ
ツ
ィ
シ
ム
ス
』
の
読
め
る
ホ
テ
ル
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
1
）
カ
フ
ェ
の
名
が
列
挙
さ
れ
て
い
る
が
、
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
は
も
と
よ
り
シ
ュ
ト
ゥ
ッ
ト
ガ
ル
ト
、
ベ
ル
リ
ン
、
ド
レ
ス
デ
ン
、
ハ
ン
ブ
ル
ク
、
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
、
カ
ー
ル
ス
ル
ー
エ
、
更
に
ケ
ル
ン
な
ど
広
範
囲
に
渡
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
全
国
的
な
評
判
を
得
る
こ
と
が
出
来
た
の
は
、
や
は
り
郵
便
制
度
の
統
一
（
一
八
七
五
年
）
、
鉄
道
制
度
の
統
一
（
七
三
年
）
と
そ
の
網
目
状
の
整
備
と
い
う
前
提
が
あ
れ
ば
こ
そ
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
れ
は
販
売
経
路
で
あ
る
と
共
に
情
報
の
来
る
道
で
も
あ
っ
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
2
）
　
と
は
い
え
ト
ー
マ
が
嘆
い
て
い
る
よ
う
に
、
大
き
な
地
域
差
が
見
ら
れ
る
こ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
3
）
と
も
確
か
で
あ
る
。
一
九
〇
三
年
の
バ
イ
エ
ル
ン
法
務
省
調
査
に
よ
る
と
、
各
都
市
へ
の
発
送
数
は
ベ
ル
リ
ン
一
万
三
千
ー
七
千
部
、
ラ
イ
プ
ツ
ィ
ヒ
一
万
三
千
－
八
千
部
、
ハ
ン
ブ
ル
ク
ニ
千
五
〇
〇
⊥
二
千
部
、
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
七
〇
〇
1
二
千
部
、
シ
ュ
ト
ゥ
ッ
ト
ガ
ル
ト
ニ
ー
三
千
部
、
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
約
一
万
部
。
明
ら
か
に
プ
ロ
イ
セ
ン
、
ザ
ク
セ
ン
が
最
大
の
売
上
げ
地
で
あ
り
、
逆
に
ラ
イ
ン
．
マ
イ
ン
地
域
で
は
そ
れ
程
の
支
持
を
得
ら
れ
な
か
っ
た
と
言
え
る
。
単
な
る
人
口
比
の
問
題
も
あ
ろ
う
が
、
ト
ー
マ
に
よ
れ
ば
社
会
民
主
党
や
教
会
の
機
関
紙
が
幅
を
き
か
せ
て
い
る
地
に
は
入
り
込
め
な
か
・
た
の
だ
と
い
嚢
ま
た
こ
の
調
査
で
は
農
村
の
デ
ー
タ
は
な
い
が
、
そ
の
こ
と
自
体
か
ら
も
都
市
部
以
外
で
は
大
し
て
読
ま
れ
て
い
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
　
尚
こ
の
雑
誌
は
国
外
で
も
知
ら
れ
て
い
た
が
、
前
述
の
調
査
よ
り
ウ
ィ
ー
ン
に
三
－
四
千
部
発
送
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
言
語
面
か
ら
考
え
て
も
こ
の
都
市
で
の
売
り
上
げ
が
国
外
最
高
だ
ろ
う
。
そ
の
証
拠
に
一
九
〇
六
年
に
は
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
の
帝
都
に
編
集
部
と
発
送
部
と
が
置
か
れ
て
い
る
。
国
内
で
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
の
　
　
　
　
り
売
行
き
が
頭
打
ち
と
な
る
中
、
こ
の
地
が
一
層
重
視
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。
　
で
は
読
者
層
に
つ
い
て
見
て
い
き
た
い
。
こ
の
雑
誌
が
幅
広
い
層
の
読
者
獲
得
を
目
指
し
て
い
た
こ
と
は
、
比
較
的
抑
え
ら
れ
て
い
た
価
格
と
イ
ラ
ス
ト
重
視
の
カ
ラ
フ
ル
な
装
丁
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。
そ
の
一
方
で
、
調
刺
画
の
タ
イ
ト
ル
や
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
に
度
々
ラ
テ
ン
語
が
用
い
ら
れ
る
点
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
、
主
た
る
対
象
を
限
定
し
て
も
い
た
。
古
典
的
教
養
知
を
身
に
つ
け
た
「
教
養
市
民
層
」
の
こ
と
で
あ
る
。
彼
ら
は
「
一
九
世
紀
初
頭
か
ら
二
十
世
紀
は
じ
め
に
か
け
て
の
ド
イ
ツ
近
代
史
で
政
治
、
社
会
、
文
化
の
各
面
に
わ
た
っ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
5
）
て
圧
倒
的
影
響
力
を
誇
っ
た
エ
リ
ー
ト
層
」
で
あ
り
、
『
ジ
ン
プ
リ
ツ
ィ
シ
ム
ス
』
は
正
に
こ
の
層
の
動
向
の
一
端
を
写
し
出
し
て
い
よ
う
。
し
か
も
伝
統
的
な
雑
誌
と
比
べ
て
、
読
者
の
中
に
ギ
ム
ナ
ジ
ウ
ム
生
徒
や
大
学
生
と
い
っ
た
若
き
教
養
市
民
を
多
く
含
ん
で
い
た
こ
と
も
大
き
な
特
徴
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
『
ジ
ン
プ
リ
ツ
ィ
シ
ム
ス
』
自
身
が
若
者
に
呼
び
か
け
て
い
る
こ
と
、
そ
し
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
6
）
こ
の
雑
誌
が
「
肉
体
的
、
精
神
的
に
青
年
を
害
す
る
」
と
非
難
さ
れ
た
点
か
ら
も
分
か
る
。
そ
し
て
こ
う
し
た
若
者
た
ち
こ
そ
が
、
世
紀
転
換
期
を
彩
る
様
々
な
運
動
の
担
い
手
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
　
帝
政
期
は
「
教
養
市
民
層
」
が
閉
鎖
性
、
同
質
性
を
失
い
、
没
落
の
危
険
に
さ
ら
さ
れ
た
時
代
で
あ
る
。
そ
う
し
た
中
既
成
の
価
値
観
を
批
判
し
、
新
た
な
秩
序
の
構
築
を
目
指
し
た
の
が
こ
の
層
の
青
年
た
ち
だ
っ
た
。
帝
国
統
｝
前
後
に
生
ま
れ
た
彼
ら
こ
そ
「
帝
政
ド
イ
ッ
の
社
会
的
現
実
の
中
に
生
ま
れ
込
ん
で
　
　
　
（
7
7
）
き
た
世
代
」
で
あ
り
、
統
一
と
工
業
化
と
は
自
明
の
こ
と
と
し
て
存
在
し
た
。
と
同
時
に
一
八
七
〇
年
代
半
ば
か
ら
の
大
不
況
を
経
験
し
て
お
り
、
急
速
な
発
達
の
中
で
多
く
の
問
題
を
噴
出
さ
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
帝
政
社
会
に
対
し
て
、
ミュンヘンの「赤い番犬」105
強
い
幻
滅
と
反
発
と
を
抱
く
よ
う
に
な
る
。
こ
う
し
た
危
機
感
か
ら
ワ
ン
ダ
ー
フ
ォ
ー
ゲ
ル
運
動
な
ど
の
対
抗
文
化
が
展
開
さ
れ
て
い
く
。
彼
ら
の
中
に
は
、
急
速
に
発
達
し
た
メ
デ
ィ
ア
を
通
し
て
世
論
を
喚
起
す
る
道
を
選
ん
だ
者
も
い
た
。
つ
ま
り
『
ジ
ン
プ
リ
ツ
ィ
シ
ム
ス
』
の
作
り
手
た
ち
も
若
き
「
教
養
市
民
層
」
の
一
部
と
し
て
捉
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
ラ
ン
ゲ
ン
を
初
め
と
す
る
メ
ン
バ
ー
が
、
全
員
で
は
な
い
に
し
ろ
、
ギ
ム
ナ
ジ
ウ
ム
か
ら
大
学
へ
と
い
う
エ
リ
ー
ト
・
コ
ー
ス
を
歩
ん
だ
、
あ
る
い
は
歩
む
こ
と
を
期
待
さ
れ
て
い
た
点
か
ら
も
窺
え
る
。
　
す
な
わ
ち
『
ジ
ン
プ
リ
ツ
ィ
シ
ム
ス
』
は
若
者
に
よ
る
、
若
者
の
た
め
の
新
た
な
文
化
を
求
め
る
試
み
な
の
だ
。
そ
し
て
こ
の
雑
誌
は
「
様
々
な
刺
激
を
与
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
8
）
え
、
年
長
者
と
競
お
う
と
す
る
若
者
の
た
め
に
道
を
開
く
」
役
割
を
果
た
し
た
と
言
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
五
　
検
閲
、
押
収
、
禁
止
令
　
作
り
手
か
ら
読
者
へ
　
　
だ
が
そ
の
間
に
立
ち
塞
が
る
も
の
が
あ
っ
た
。
検
閲
制
度
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
『
ジ
ン
プ
リ
ツ
ィ
シ
ム
ス
』
と
抑
圧
策
と
の
い
た
ち
ご
っ
こ
に
着
目
し
た
い
。
　
謁
刺
雑
誌
の
数
の
多
少
と
そ
の
鋭
さ
の
程
度
は
、
時
の
政
治
状
況
に
大
き
く
左
右
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
一
八
八
一
年
に
検
閲
が
廃
止
さ
れ
た
フ
ラ
ン
ス
に
対
し
て
、
ド
イ
ツ
は
確
か
に
出
版
前
の
取
り
締
ま
り
は
な
か
っ
た
が
「
事
後
検
閲
」
は
存
在
し
て
い
た
。
そ
の
法
的
根
拠
と
な
っ
た
の
は
一
八
七
四
年
の
帝
国
出
版
法
で
あ
る
。
但
し
こ
れ
が
罰
す
る
こ
と
が
出
来
た
の
は
不
敬
罪
、
狼
褻
罪
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
9
）
及
び
濱
神
の
三
点
に
限
ら
れ
て
い
た
。
更
に
刑
法
の
不
敬
罪
（
九
九
－
一
〇
一
条
）
、
階
級
闘
争
の
扇
動
（
＝
二
〇
条
）
、
冒
濱
（
一
六
六
条
）
、
狼
褻
物
陳
列
（一
ｪ
四
条
）
、
そ
し
て
「
下
品
な
悪
影
響
を
及
ぼ
す
行
為
」
（
三
六
〇
条
一
一
項
）
の
諸
条
も
挙
げ
ら
れ
る
。
し
か
も
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
ニ
世
治
下
の
最
初
の
十
年
の
内
に
取
り
締
ま
り
の
強
化
が
図
ら
れ
、
バ
イ
エ
ル
ン
政
府
も
帝
国
の
一
連
の
抑
圧
策
に
対
し
て
ほ
と
ん
ど
抵
抗
し
な
か
っ
た
。
こ
う
し
た
法
的
規
制
は
「
ユ
ー
ゲ
ン
ト
様
式
の
謁
刺
画
や
デ
ザ
イ
ン
の
パ
イ
オ
ニ
ア
た
ち
に
と
っ
て
危
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
0
）
険
な
落
と
し
穴
と
な
っ
た
」
の
で
あ
る
。
　
『
ジ
ン
プ
リ
ツ
ィ
シ
ム
ス
』
は
そ
の
幕
開
け
か
ら
「
落
と
し
穴
」
に
は
ま
っ
て
い
る
。
創
刊
直
後
の
一
八
九
六
年
四
月
二
〇
日
、
早
く
も
最
初
の
押
収
、
発
禁
処
分
が
下
っ
た
。
但
し
所
は
隣
国
の
帝
都
ウ
ィ
ー
ン
、
悪
魔
が
女
性
と
踊
る
ポ
ス
タ
ー
が
「
下
品
」
と
さ
れ
た
た
め
だ
。
再
び
こ
の
地
で
販
売
が
許
可
さ
れ
る
の
は
同
年
二
六
号
か
ら
と
な
る
。
ド
イ
ッ
で
も
最
初
の
処
分
か
ら
三
ヶ
月
程
遅
れ
て
一
九
号
が
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
と
ラ
イ
プ
ツ
ィ
ヒ
で
押
収
さ
れ
、
創
刊
年
は
比
較
的
穏
健
な
内
容
だ
っ
た
に
も
拘
ら
ず
四
一
号
も
押
収
、
ベ
ル
リ
ン
で
の
駅
売
り
禁
止
と
続
く
（
五
〇
号
よ
り
再
許
可
）
。
三
年
目
の
前
半
に
は
プ
ロ
イ
セ
ン
全
域
で
駅
売
り
が
禁
止
さ
れ
、
遂
に
は
「
パ
レ
ス
チ
ナ
」
号
事
件
が
起
こ
っ
た
。
そ
れ
に
伴
い
翌
三
二
号
も
押
収
、
三
三
号
で
は
「
押
収
後
」
と
い
う
ハ
イ
ネ
の
イ
ラ
ス
ト
を
自
主
的
に
掲
載
し
な
か
っ
た
も
の
の
「
素
直
に
出
頭
せ
よ
。
　
　
　
　
　
　
（
8
1
）
祖
国
は
救
わ
れ
た
」
と
の
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
は
そ
の
ま
ま
で
、
か
え
っ
て
興
味
を
か
き
立
て
る
結
果
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
事
件
の
他
一
九
一
〇
年
に
司
教
に
よ
っ
て
告
訴
さ
れ
た
際
に
は
、
四
ペ
ー
ジ
に
渡
る
訴
訟
報
告
が
な
さ
れ
た
の
だ
っ
た
。
雑
誌
そ
の
も
の
で
報
告
さ
れ
た
の
は
以
上
の
通
り
だ
が
、
ラ
ン
ゲ
ン
、
ト
ー
マ
、
ホ
ル
ム
の
書
簡
を
見
れ
ば
そ
の
処
分
数
は
倍
増
す
る
。
ま
た
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
2
）
九
〇
三
1
0
七
年
の
押
収
は
二
七
回
と
も
言
わ
れ
、
処
分
が
下
っ
た
正
確
な
回
数
、
地
域
を
知
る
に
は
別
の
デ
ー
タ
が
必
要
だ
。
こ
の
こ
と
は
処
分
原
因
に
つ
106
い
て
も
同
様
で
あ
る
。
編
集
部
で
す
ら
理
由
の
分
か
ら
な
い
こ
と
も
あ
り
、
ト
ー
マ
は
「
今
回
は
レ
ツ
ニ
チ
ェ
ク
の
官
能
的
な
作
品
か
、
あ
る
い
は
ハ
イ
ネ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
3
）
の
政
治
謁
刺
が
問
題
だ
っ
た
の
か
」
と
首
を
か
し
げ
て
い
る
。
出
版
物
に
対
す
る
法
の
適
用
の
恣
意
性
が
窺
え
る
事
態
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
　
こ
の
よ
う
に
処
分
が
繰
り
返
さ
れ
る
中
、
十
年
目
（
一
九
〇
五
年
）
一
号
表
紙
に
「
こ
の
雑
誌
は
検
察
官
の
も
の
」
と
い
う
大
見
出
し
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
だ
が
頻
繁
な
摘
発
は
抑
圧
策
の
無
力
さ
を
示
す
に
他
な
ら
ず
、
逆
に
そ
の
セ
ン
セ
ー
シ
ョ
ナ
ル
さ
が
雑
誌
の
売
行
き
を
伸
ば
す
結
果
に
な
っ
た
の
だ
。
　
で
は
、
『
ジ
ン
プ
リ
ツ
ィ
シ
ム
ス
』
が
結
局
の
と
こ
ろ
「
検
察
官
の
も
の
」
と
成
り
得
な
か
っ
た
の
は
何
故
だ
ろ
う
か
。
　
ま
ず
挙
げ
ら
れ
る
の
は
連
邦
制
の
有
利
さ
で
あ
る
。
こ
の
た
あ
処
分
と
い
っ
て
も
ド
イ
ッ
全
域
に
及
ぶ
も
の
は
な
く
、
ま
た
事
件
を
ど
こ
が
扱
う
か
と
い
う
判
断
を
難
し
く
さ
せ
て
も
い
た
。
「
パ
レ
ス
チ
ナ
」
号
事
件
の
際
に
編
集
部
へ
の
最
大
の
協
力
者
と
な
っ
た
の
は
、
ザ
ク
セ
ン
に
よ
る
主
権
侵
犯
に
腹
を
立
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
4
）
た
シ
ュ
ヴ
ァ
ー
ビ
ン
グ
の
警
部
そ
の
人
だ
っ
た
と
い
う
。
更
に
編
集
部
の
あ
っ
た
バ
イ
エ
ル
ン
と
、
「
パ
レ
ス
チ
ナ
」
号
事
件
後
に
印
刷
所
が
置
か
れ
た
ヴ
ュ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
5
）
ル
テ
ン
ベ
ル
ク
と
の
所
轄
の
間
の
紛
争
は
長
い
こ
と
決
着
が
つ
か
ず
、
そ
れ
故
雑
誌
は
ま
す
ま
す
安
全
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
　
事
件
の
担
当
者
が
無
事
決
ま
っ
た
と
し
て
も
有
罪
に
持
ち
込
む
の
は
容
易
で
は
な
か
っ
た
。
有
罪
判
決
が
下
さ
れ
た
の
は
「
パ
レ
ス
チ
ナ
」
号
事
件
と
、
一
九
〇
六
年
に
ト
ー
マ
が
モ
ラ
ル
教
導
家
侮
辱
の
罪
で
六
週
間
の
禁
固
刑
に
服
し
た
一
件
の
わ
ず
か
二
回
な
の
で
あ
る
。
弁
護
側
が
大
量
の
「
専
門
家
」
証
言
を
引
き
出
し
た
こ
と
も
あ
る
が
、
何
よ
り
プ
ロ
イ
セ
ン
、
ザ
ク
セ
ン
を
除
き
出
版
物
に
関
す
る
裁
判
は
陪
審
員
制
だ
っ
た
こ
と
が
大
き
い
。
そ
し
て
こ
の
「
出
版
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
6
）
の
自
由
の
最
高
の
守
護
神
」
の
前
で
当
局
が
訴
追
を
諦
め
る
こ
と
も
度
々
だ
っ
た
。　
そ
う
し
た
訳
で
専
ら
押
収
と
駅
売
り
禁
止
処
分
が
多
用
さ
れ
た
が
、
こ
れ
と
て
大
し
た
成
果
を
上
げ
る
こ
と
は
出
来
な
か
っ
た
。
八
年
目
（
一
九
〇
三
年
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
7
）
六
号
の
場
合
、
八
万
部
の
内
没
収
で
き
た
の
は
何
と
一
三
四
一
部
の
み
。
そ
も
そ
も
鉄
道
の
役
割
は
「
乗
客
の
頭
で
は
な
く
足
替
わ
り
を
、
安
全
か
つ
迅
速
に
　
　
　
（
8
8
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
9
）
行
う
こ
と
」
で
あ
り
「
全
て
の
面
倒
を
見
る
こ
と
な
ど
不
可
能
」
だ
っ
た
。
か
く
し
て
発
行
部
数
を
伸
ば
す
余
地
は
充
分
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
　
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
期
の
抑
圧
策
の
下
、
ヴ
ェ
ー
デ
キ
ン
ト
は
「
す
べ
て
に
冠
た
　
　
（
9
0
）
る
口
伽
」
と
歌
い
、
ハ
イ
ネ
は
幾
度
な
く
口
伽
を
は
め
た
動
物
の
姿
を
描
い
た
。
だ
が
『
ジ
ン
プ
リ
ツ
ィ
シ
ム
ス
』
の
歴
史
を
振
り
返
れ
ば
、
検
閲
制
度
が
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
1
）
存
在
し
よ
う
と
も
、
や
は
り
「
時
代
の
雰
囲
気
は
自
由
だ
っ
た
」
の
で
は
な
い
か
。
つ
ま
り
謁
刺
誌
の
黄
金
時
代
は
、
こ
う
し
た
体
制
で
あ
れ
ば
こ
そ
も
た
ら
さ
れ
得
た
も
の
と
言
え
よ
う
。
お
わ
り
に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
2
）
　
「
ベ
ル
・
エ
ポ
ッ
ク
」
の
ド
イ
ツ
の
「
最
も
完
全
な
る
ゆ
が
ん
だ
鏡
」
で
あ
る
『
ジ
ン
プ
リ
ツ
ィ
シ
ム
ス
」
。
本
稿
は
冒
頭
で
も
述
べ
た
通
り
、
こ
の
雑
誌
の
活
動
を
同
時
代
の
コ
ン
テ
ク
ス
ト
の
中
で
捉
え
よ
う
と
い
う
試
み
で
あ
る
。
様
々
な
分
野
で
同
時
に
「
地
殻
変
動
」
が
始
ま
る
な
か
新
た
な
秩
序
を
打
ち
た
て
よ
う
と
し
た
青
年
た
ち
、
大
量
か
つ
広
範
囲
に
渡
る
雑
誌
の
普
及
を
可
能
に
し
た
技
術
と
制
度
の
整
備
、
そ
し
て
こ
う
し
た
動
き
に
刺
激
を
与
え
こ
そ
す
れ
徹
底
的
に
取
り
締
ま
る
手
段
を
欠
い
て
い
た
政
策
1
1
・
そ
の
よ
う
な
諸
条
件
が
存
在
し
た
か
ら
こ
そ
、
『
ジ
ン
プ
リ
ツ
ィ
シ
ム
ス
』
は
「
ベ
ル
・
エ
ポ
ッ
ク
」
ミュンヘンの「赤い番犬」107
を
代
表
す
る
謁
刺
誌
の
一
つ
と
成
り
得
た
の
で
あ
る
。
　
こ
の
雑
誌
の
主
張
内
容
を
検
討
す
る
こ
と
が
今
後
の
課
題
と
な
る
が
、
こ
こ
で
そ
の
性
格
に
つ
い
て
簡
単
に
触
れ
て
お
き
た
い
。
　
『
ジ
ン
ブ
リ
ツ
ィ
シ
ム
ス
』
は
一
般
に
は
政
治
颯
刺
誌
と
し
て
知
ら
れ
る
が
、
創
刊
当
初
は
調
刺
的
と
い
う
よ
り
純
文
学
的
色
彩
が
濃
厚
で
あ
っ
た
。
と
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
3
）
こ
ろ
が
二
年
目
に
入
る
と
「
難
破
寸
前
の
国
を
救
う
道
化
師
」
と
し
て
の
役
割
を
自
覚
し
始
め
、
翌
年
に
な
る
と
そ
れ
は
更
に
明
確
に
な
っ
て
い
く
。
そ
の
象
徴
が
「
パ
レ
ス
チ
ナ
」
号
を
巡
る
一
騒
動
と
言
え
よ
う
。
そ
れ
で
は
こ
の
雑
誌
の
政
治
化
を
も
た
ら
し
た
も
の
と
は
何
か
。
直
接
の
契
機
と
な
っ
た
の
は
検
閲
制
度
へ
の
反
発
だ
が
、
む
し
ろ
「
大
衆
民
主
主
義
的
状
況
が
さ
ま
ざ
ま
な
仕
方
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
4
）
で
醸
成
さ
れ
る
、
す
ぐ
れ
て
過
渡
期
的
な
性
格
を
お
び
た
時
代
」
だ
っ
た
こ
と
が
そ
の
大
き
な
理
由
と
な
ろ
う
。
こ
う
し
て
『
ジ
ン
プ
リ
ツ
ィ
シ
ム
ス
』
は
自
由
主
義
の
立
場
か
ら
、
未
完
の
国
民
国
家
た
る
帝
政
ド
イ
ツ
に
向
け
て
調
刺
の
矢
を
放
つ
こ
と
に
な
る
。
　
だ
が
政
治
・
社
会
的
条
件
が
変
化
す
れ
ば
、
こ
の
雑
誌
の
名
声
も
揺
る
が
ざ
る
を
得
な
い
。
大
戦
後
、
編
集
部
は
芸
術
の
都
た
り
得
な
く
な
っ
た
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
か
ら
ベ
ル
リ
ン
へ
と
移
る
が
、
皇
帝
と
い
う
最
大
の
攻
撃
目
標
を
失
っ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
も
は
や
か
つ
て
の
栄
光
を
取
り
戻
す
こ
と
は
出
来
な
か
っ
た
。
．
こ
の
頃
に
颯
刺
の
対
象
と
な
っ
た
の
が
台
頭
し
つ
つ
あ
る
ナ
チ
ズ
ム
で
あ
る
。
ト
ー
マ
ス
・
マ
ン
が
『
ジ
ン
ブ
リ
ツ
ィ
シ
ム
ス
』
三
十
周
年
を
祝
っ
た
の
は
、
正
に
そ
う
し
た
時
代
で
あ
っ
た
。
彼
は
そ
の
「
手
紙
」
を
次
の
よ
う
に
結
ん
で
い
る
。
　
　
君
に
今
日
再
び
挨
拶
す
る
と
き
に
抱
く
友
情
を
、
君
が
疑
い
深
く
敵
対
的
　
　
で
、
そ
し
て
と
び
き
り
大
胆
な
ま
ま
な
ら
ば
、
私
は
最
期
ま
で
持
ち
続
け
　
　
（
9
5
）
　
　
よ
う
。
　
編
集
部
が
ナ
チ
突
撃
隊
に
よ
っ
て
荒
ら
さ
れ
、
『
ジ
ン
プ
リ
ツ
ィ
シ
ム
ス
」
が
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
6
）
「
番
犬
」
と
し
て
の
役
目
を
失
う
の
は
、
そ
れ
か
ら
七
年
後
の
こ
と
で
あ
る
。
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讐
の
゜
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－
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ω
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ロ
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詳
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①
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∋
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ミ
§
簿
鳶
、
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魯
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鳶
讐
ω
け
暮
け
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q
9
詳
お
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ρ
ω
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b
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G
。
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n
（
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6
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自
ら
を
文
化
の
援
助
者
、
作
家
の
同
志
と
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な
し
、
単
な
る
商
売
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の
取
り
引
　
　
き
を
越
え
た
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行
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こ
と
。
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の
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⊆
巴
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ロ
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ω
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霞
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五
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四
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．
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．
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簿
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＆
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①
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．
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．
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①
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瓢
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叉
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①
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．
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グ
ル
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①
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①
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⊃
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．
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⑦
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．
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．
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．
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①
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．
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①
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＞
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①
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．
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◎
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発
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目
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。
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℃
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．
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⑩
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①
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．
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①
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．
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．
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．
＝
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℃
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①
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翻
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翻
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①
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°
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い
二
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〇
這
O
（
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9
）
　
一
九
〇
〇
年
頃
、
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く
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
で
発
行
さ
れ
て
い
た
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ー
ゲ
ン
ト
　
　
q
ロ
σ
q
Φ
ロ
畠
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八
九
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－
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九
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¢
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。
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①
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．
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；
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蹄
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①
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．
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史
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＝
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蹄
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近
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－
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